
＜様式１＞

平成　29年　07月　13日

国土交通大臣　　殿

※）

株式会社セキショウ建設

福島県郡山市田村町金屋字新家146-1

02-4943-2728

有限会社メディアサポート

阿久津　則行 印

02-4924-5747

yosuga@mediasupport.co.jp

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

事務局所在地

（グループ事務局）

事務局事業者名

福島県郡山市台新1-32-2　ロイヤル台新110

02-4939-1171

963-8852

事務局担当者名

「よすが」を創る会

04-0188-0140

事務局郵便番号

（グループ代表者）

代表者名 木目沢　　善喜 代表者印

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

【平成２９年度】

日付以外は、様式2-1からリンクする為、入力は必要はありません。

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 ふくしま魁の家

グループの名称



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者所在地（必須）

９．グループ代表者電話番号（必須）

１０．グループ事務局事業者名（必須）

１１．グループ事務局担当者名（必須）

１２．グループ事務局郵便番号（必須）

１３．グループ事務局所在地（必須）

１４．グループ事務局電話番号（必須）

１５．グループ事務局FAX番号（必須）

１６．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．木材を扱わない流通

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

番号記入欄

■ 3
■ 3
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2

地域材の産地

          

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

対象となる地域材の名称

使用する地域材は必須項目です。

1

7

28

5

認証制度等の名称
※以下該当の1、2、3の番号を番号記入欄に記入してください。
　1.都道府県の産地認証制度等によるもの
　2.民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　3.林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
     のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの
　4.クリーンウッドに基づき合法であることが確認された木材・木材
     製品（合法伐採木材等証明）

2

7

国内・国外

福島県郡山市田村町金屋字新家146-1

02-4943-2728

有限会社メディアサポート

7 海外事業者の場合は本社の念書入手が困難の為、出荷者又は最終納材事業者による合法性の証明とする。

yosuga@mediasupport.co.jp

（構成員数）   （構成員を含まない理由）

5 海外事業者の場合は本社の念書入手が困難の為、出荷者又は最終納材事業者による合法性の証明とする。

阿久津　則行

963-8852

福島県郡山市台新1-32-2　ロイヤル台新110

02-4939-1171

02-4924-5747

ふくしま魁の家

「よすが」を創る会

04-0188-0140

福島県、山形県、栃木県、茨城県

木目沢　　善喜

2012

株式会社セキショウ建設

全国

国外

国外

合法木材証明制度を利用する

合法木材証明制度を利用する

PEFC認証制度を利用する

SGEC認証制度を利用する

FSC認証制度を利用する

FIPC認証制度を利用する

国内

国外

国外

国内

国内

国内全国

全国

全国



23 戸

23 戸

2 戸

30 戸

30 戸

4 戸

4 戸

4 戸

0 戸

4 戸

4 戸

0 戸

2 戸

2 戸

1 戸

1 戸

1 戸

0 戸

2 戸

2 戸

1 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

6 戸

6 戸

0 戸

6 戸

6 戸

0 戸

0 棟

0 ㎡

0 棟

0 ㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

26 戸 24 戸 24 戸

1 戸 1 戸 1 戸

1 戸 1 戸 1 戸

0 戸 0 戸 0 戸

1 戸 1 戸 1 戸

0 戸 0 戸 0 戸

5 戸 5 戸 5 戸

0 戸 0 戸 0 戸

0 棟 0 棟 0 戸

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

長寿命型（長期優良住宅）
未経験工務店による申請戸数

高度省エネ型
（認定低炭素住宅）の申請戸数

高度省エネ型
（性能向上計画認定住宅）の申請戸数

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）
未経験工務店（4戸（8戸）未満）による申請戸数

申請が未確定（上限100万円）

優良建築物の申請棟数

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が未確定

申請が確実 

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

E．平成２８年度の執行状況（必須）

優良建築物型

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

C．平成２９年度当初予算における補助対象の
　　優良建築物の申請要望棟数及び床面積

完了実績（竣工予定含む）床面積

高度省エネ型（認定低炭素住宅）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

長寿命型（長期優良住宅）

申請が確実（上限165万円）

申請が未確定（上限165万円）

 Ｂ．平成２９年度における補助対象の木
造住宅
      の申請要望戸数、地域材加算要望戸
数、
      三世代同居対応加算要望戸数 （必須）

加算
申請 上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

長寿命型（長期優良住宅）
経験工務店による申請戸数

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

申請が未確定（上限150万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

加算
申請

申請が確実（上限100万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

長期優良住宅未経験工務店を優先し、施工事業者に最低1戸ずつ配分し、以降は先着順とする。

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）
経験工務店（4戸（8戸）以上）による申請戸数

申請が確実（上限150万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

高度省エネ型（性能向上計画認定住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

加算
申請

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択床面積 交付申請床面積

当初予算　 　採択棟数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）棟数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

補正予算　採択戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

交付申請戸数

補正予算　採択戸数



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

13 Ⅰ - 2 協和木材株式会社 佐川 広興 135-0016

7 Ⅰ - 4 協同組合奥久慈木材流通センター 鈴木 隆夫 963-5406

7 Ⅰ - 5 福島県郡山地区木材製材協同組合 小野塚 昇一 963-1151

34 Ⅰ - 6 ひろしま木材事業協同組合 安田 孝 737-0134

9 Ⅰ - 7 栃木県森林組合連合会 江連 比出市 320-0046

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ．原木供給

栃木県宇都宮市西一の沢町8-22 028-637-1450

福島県東白川郡塙町大字上渋井字年久170番地 0247-43-2161

福島県郡山市田村町金沢字大六149-10 024-965-1270

広島県呉市広多賀谷3-1-1 0823-71-7141

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

海外事業者の場合は本社の念書入手が困難の為、出荷者又は最終納材事業者による合法性の証明とする。

電話番号

03-5857-5225東京都江東区東陽5丁目30番13号　東京原木会館

構成員
番号

所在地



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

13 Ⅱ - 2 協和木材株式会社 佐川 広興 135-0016

9 Ⅱ - 8 二宮木材株式会社 二ノ宮 英寿 329-2746

34 Ⅱ - 9 中国木材株式会社 堀川 智子 737-0134

7 Ⅱ - 10 株式会社押田製材所 押田 洋平 963-5118

7 Ⅱ - 11 有限会社松岡材木店 松岡 泰仁 963-1243

7 Ⅱ - 12 株式会社キクモク 菊地 輝生 972-8312

7 Ⅱ - 13 株式会社大栄木材 大瀧 良一 963-5405

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

福島県いわき市常磐下船尾町杭出作170番地

0823-71-7141

福島県東白川郡塙町大字塙字大町3-16 0247-43-0212

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

福島県東白川郡矢祭町大字東舘字桃木町15 0247-46-3138

福島県郡山市田村町田母神字宮ノ前67 024-975-2025

東京都江東区東陽5丁目30番13号　東京原木会館 03-5857-5225

0246-43-1234

栃木県那須塩原市四区町741番地5 0287-36-0056

広島県呉市広多賀谷3丁目1番1号

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

海外事業者の場合は本社の念書入手が困難の為、出荷者又は最終納材事業者による合法性の証明とする。

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

7 Ⅲ - 10 株式会社押田製材所 押田 洋平 963-5118

7 Ⅲ - 11 有限会社松岡材木店 松岡 泰仁 963-1243

7 Ⅲ - 14 中井住宅木販株式会社 中井 政助 963-8401

7 Ⅲ - 15 株式会社ツボイ 坪井 道子 963-8041

7 Ⅲ - 16 株式会社マルサン 前田 英俊 964-0313

7 Ⅲ - 17 株式会社オザワホームキット 小澤 広行 963-0112

9 Ⅲ - 18 株式会社金平 金子 利雄 320-0818

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）

栃木県宇都宮市旭2丁目2番2号 028-674-3323

福島県郡山市富田町字諏訪西50 024-966-0301

福島県二本松市小浜字鳥居町27-3 0243-55-2255

福島県郡山市安積町成田字三渡22 024-937-4550

福島県東白川郡鮫川村大字赤坂中野字大塩228 0247-49-3161

福島県東白川郡矢祭町大字東舘字桃木町15 0247-46-3138

福島県郡山市田村町田母神字宮ノ前67 024-975-2025

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

7 Ⅳ - 14 中井住宅木販株式会社 中井 政助 963-8401

7 Ⅳ - 15 株式会社ツボイ 坪井 道子 963-8041

7 Ⅳ - 16 株式会社マルサン 前田 英俊 964-0313

7 Ⅳ - 19 株式会社ヤマセハセガワ 長谷川 勇 963-0201

4 Ⅳ - 56 ポラテック東北株式会社 中内 晃次郎 981-4203

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

福島県郡山市大槻町字福楽沢59 024-951-1494

宮城県加美郡加美町菜切谷字中野一番5番地4 0229-63-8815

福島県二本松市小浜字鳥居町27-3 0243-55-2255

福島県東白川郡鮫川村大字赤坂中野字大塩228 0247-49-3161

福島県郡山市富田町字諏訪西50 024-966-0301

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

7 Ⅴ - 20 迎建築事務所 迎 昇 963-6203 ○

7 Ⅴ - 21 SKH設計事務所 木目沢 善喜 960-8164 ○

7 Ⅴ - 22 伸和設計事務所 神田 秀雄 965-0832 ○

7 Ⅴ - 23 有限会社村井淳建築設計事務所 村井 淳 963-0204 ○

7 Ⅴ - 24 佐川建築設計室 佐川 家康 963-8846 ○

7 Ⅴ - 29 計画建設　株式会社 伊藤　 博道 965-0862 ○

7 Ⅴ - 46 一級建築士事務所　アトリエ楓 十文字 孝 961-0004 ○

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号

福島県郡山市久留米五丁目153-6 024-947-2866

福島県石川郡浅川町大字山白石字鶴ヶ谷150 0247-36-1195

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

福島県福島市八木田字神明49番地の2 024-546-0215

福島県会津若松市天神町23番21号 0242-29-7745

福島県郡山市土瓜2-2-12 024-952-6204

福島県会津若松市本町１１－１６ 0242-27-2641

福島県白河市萱根北街道端69-1 0248-22-7824



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

7 Ⅵ - 1 60996 株式会社セキショウ建設 木目沢　 善喜 963-0725 ○

7 Ⅵ - 25 60995 株式会社セキホーム福島 木目沢　 善喜 960-8164 ○

7 Ⅵ - 26 60853 伸和住宅株式会社 神田　 秀雄 965-0832 ○

7 Ⅵ - 27 61017 株式会社ユートピア 鈴木　 廣 961-0983 ○

7 Ⅵ - 28 60716 光建設　株式会社 吉田　 光徳 969-1164 ○

7 Ⅵ - 29 60676 計画建設　株式会社 伊藤　 博道 965-0862 ○

7 Ⅵ - 30 60717 サンホーム建設　株式会社 吉田　 浩二 962-0052 ○

7 Ⅵ - 31 60894 株式会社増子工務店 増子　 圭一 963-6145 ○

7 Ⅵ - 32 60934 昭栄創建　株式会社 田母神　 昭夫 963-0107 ○

6 Ⅵ - 33 40949 株式会社ハート・コーポレーション 高崎　 和生 990-0810 ○

7 Ⅵ - 34 60935 木ノ香Ｈｏｕｓｅ株式会社 霜田 利幸 961-0015 ○

7 Ⅵ - 35 60860 中央エアサイクル住宅株式会社 菅井　 正雄 963-0205 ○

7 Ⅵ - 36 60780 株式会社佐藤工業 佐藤　 政弘 963-8811 ○

7 Ⅵ - 37 61018 鈴五建設工業株式会社 鈴木　 廣 963-6204 ○

7 Ⅵ - 38 60906 有限会社大竹工務店 大竹　 盛栄 963-5671 ○

7 Ⅵ - 39 60930 有限会社アクア工業 塚原　 由幸 965-0103 ○

7 Ⅵ - 40 60737 株式会社ライン 穴澤　 浩 965-0065 ○

7 Ⅵ - 41 日下部工務店 日下部 勝文 965-0204 ○

7 Ⅵ - 42 オリジナルハウス 小針 武 961-0101 ○

7 Ⅵ - 43 香和工務店 鈴木 香 963-8407 ○

7 Ⅵ - 44 室井工務店 室井 義次 961-0014 ○

7 Ⅵ - 45 60726 有限会社橋平建設 橋本 夘平 963-8071 ○

7 Ⅵ - 47 60997 有限会社木目沢工務店 木目沢　 勉 963-8813 ○

7 Ⅵ - 48 61001 株式会社柳賛建設工業 柳沼　 宏次 963-8071 ○

7 Ⅵ - 49 60674 有限会社力建設 安藤　 力 963-8846 ○

7 Ⅵ - 50 60830 小室工務店 小室　 伸司 963-6211 ○

7 Ⅵ - 54 60680 引地工務店株式会社 引地　 美代子 960-0669 ○

7 Ⅵ - 55 株式会社ジェイ・ケイ・リアルタイム 猪狩 仁 972-8311 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

福島県いわき市常磐水野谷町亀ノ尾171 0246-43-3115

福島県郡山市久留米６丁目９５番地の１ 024-945-3904

福島県石川郡浅川町大字畑字作田３３ 0247-36-3369

福島県伊達市保原町字赤橋１－２ 024-576-2215

福島県郡山市富久山町久保田字恩田４９番地 024-922-9247

福島県郡山市芳賀１丁目１０番１号 024-944-6560

福島県郡山市富久山町久保田字水神山８番地 024-923-5049

福島県西白河郡中島村大字松崎字松美30-1 0248-21-6646

福島県東白川郡鮫川村大字赤坂西野字大塩202 0247-49-2745

福島県白河市借宿白旗23-3 0248-29-2310

福島県会津若松市真宮新町南三丁目８８番地 0242-58-2950

福島県会津若松市神指町大字中四合字町道下２０番２ 0242-93-5578

福島県会津若松市湊町原字家の西160-1 0242-93-2849

福島県郡山市方八町二丁目８番１０号 024-944-3388

福島県石川郡浅川町大字浅川字背戸谷地１５８の１０ 0247-36-2018

福島県東白川郡棚倉町大字寺山字昇田１８－１ 0247-33-3078

山形県山形市馬見ケ崎３－２２－１ 023-682-8123

福島県白河市田島４５番１ 0248-29-2077

福島県郡山市堤３丁目２７番地 024-952-1778

福島県須賀川市西川字山寺９３番地の１１ 0248-72-5960

福島県東白川郡棚倉町大字大梅字段河内２５３ 0247-35-2025

福島県郡山市安積２丁目３５１－１ 024-937-3335

福島県白河市真舟２－６ 0248-27-2836

福島県本宮市本宮字戸崎７番地１ 0243-33-2370

福島県会津若松市本町１１－１６ 0242-27-2641

福島県郡山市田村町金屋字新家１４６番地の１ 024-943-2728

福島県福島市八木田字神明４９番地の２ 024-546-0215

福島県会津若松市天神町２３番２１号 0242-29-7745

省エネ
講習

修了済

省エネ
講習
受講
予定

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通） 28 ○ ○

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

事業者
番号

事業者名
被災地
に該当

ZEHビ
ルダー
に該当

BELS工
務店に
該当

○ ○

7 Ⅵ - 1 60996 株式会社セキショウ建設 1 戸 0 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

7 Ⅵ - 25 60995 株式会社セキホーム福島 45 戸 51 戸 8 戸 5 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○

7 Ⅵ - 26 60853 伸和住宅株式会社 22 戸 23 戸 19 戸 15 戸 1 戸 0 戸 1 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○ ○

7 Ⅵ - 27 61017 株式会社ユートピア 24 戸 18 戸 9 戸 6 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○

7 Ⅵ - 28 60716 光建設　株式会社 8 戸 10 戸 6 戸 7 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

7 Ⅵ - 29 60676 計画建設　株式会社 3 戸 3 戸 1 戸 2 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○ ○

7 Ⅵ - 30 60717 サンホーム建設　株式会社 27 戸 29 戸 1 戸 7 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○

7 Ⅵ - 31 60894 株式会社増子工務店 1 戸 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

7 Ⅵ - 32 60934 昭栄創建　株式会社 7 戸 8 戸 1 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○

6 Ⅵ - 33 40949 株式会社ハート・コーポレーション 9 戸 9 戸 3 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

7 Ⅵ - 34 60935 木ノ香Ｈｏｕｓｅ株式会社 1 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 35 60860 中央エアサイクル住宅株式会社 7 戸 9 戸 0 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

7 Ⅵ - 36 60780 株式会社佐藤工業 2 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 37 61018 鈴五建設工業株式会社 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 38 60906 有限会社大竹工務店 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 39 60930 有限会社アクア工業 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 40 60737 株式会社ライン 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 41 日下部工務店 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 42 オリジナルハウス 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 43 香和工務店 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 44 室井工務店 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 45 60726 有限会社橋平建設 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 47 60997 有限会社木目沢工務店 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 48 61001 株式会社柳賛建設工業 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 49 60674 有限会社力建設 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 50 60830 小室工務店 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

7 Ⅵ - 54 60680 引地工務店株式会社 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

7 Ⅵ - 55 株式会社ジェイ・ケイ・リアルタイム 29 戸 30 戸 0 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ｈ28年実績 直近3年平均

○
うち木造長期優良住宅

の実績
うち木造認定低炭素住宅

の実績
うち木造ゼロエネ住宅

の実績

Ｈ28年実績 直近3年平均

○ ○

Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

構成員
番号

平成28年（1月～12月）の元請実績及び直近3年の年平均元請実績
補助金
の活用
実績

Ⅵ．施工-2
元請の

新築住宅供給戸数
優良建築物の

着工床面積の実績
長期優
良住宅

ゼロエ
ネ住宅



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

7 Ⅶ - 51 清野トーヨー住器株式会社 清野 清彦 963-8071

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

福島県郡山市富久山町久保田字深田10-1 024-943-4838

Ⅶ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

7 Ⅷ - 52 有限会社メディアサポート 阿久津 則行 963-8852

13 Ⅷ - 53 株式会社家守りホールディングス 岡田 浩一 101-0021

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

東京都千代田区外神田6丁目5番4号　偕楽ビル（外神田）5階 03-6860-0087

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号

福島県郡山市台新1-32-2　ロイヤル台新110 024-939-1171



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

◎

○

◎

◎

○

◎、○
記入欄

a
①-1 用材の寸法規格化 ■ □ ○

①-2 使用建材の統一 ■ □

①-3 標準仕様の設定 ■ □ ○

②-1 建材・資材調達の共同化 □ ■ ◎

②-2 調達事務の合理化 ■ □

③
生産の合理化等に向けた
検討委員会等の設置 □ ■ ◎

④
生産の合理化等に向けて
事務局が果たす役割 □ ■ ◎

b.
①

グループの信頼性向上に
向けた施工基準 □ ■ ◎

②
グループの信頼性向上に
向けた検査ルール □ ■ ◎

③
グループの信頼性向上に
向けた見積・積算のルー
ル

■ □

④
グループの信頼性向上に
向けたその他の具体的取
組

□ ■ ○

◎

※）

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

ふくしま魁の家 福島県、山形県、栃木県、茨城県

２．グループの名称・結成年（必須）
(グループの名称） （結成年）

「よすが」を創る会 2012
３．過去のグリーン化事業採択グループ番号（必須） 04-0188-0140
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅）の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成29年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

福島県の中通り、会津、浜通り、そして隣接する山形県の置賜・村山地方、栃木県北部はともに気候風土が違う地域ではあるが、夏の暑さ
と冬の寒さの寒暖差が激しい地域である。そしてそれらが考慮されているH25年省エネ基準の地域区分においては3，4地域（ごく一部が5
地域）が主流となる。この地域においてH25年省エネ基準に対応した断熱性能を持つ住宅が「ふくしま魁の家」の基本性能となる。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

東日本大震災を体験した防災意識の高い地域性に応えるためにも、地震に強い在来工法（耐震等級2以上を目標とする）による木造住宅
とする。多雪地域においては積雪荷重を考慮した構造検討を行う。

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

2020年に省エネ基準が義務化されるといわれている中、H28年省エネ基準において断熱性能の基準となる熱還流率（U値）を意識した設計
を行う。U値はサッシや断熱材の性能はもちろん、断熱法や間取り、建物形状、開口部の割合等によって変わってくる。経験を積むことに
よってそれらを考慮した住宅のデザイン、プランニングを行えるスキルを身に着ける事を目標とする。

④ ①～③の背景

①の背景：対象地域の共通の気候は夏冬、朝晩の寒暖差が激しいこと。これに対応できる断熱性能に重点を置く。
②の背景：会津地方や山形県においては多雪地域が多く、また地域全般において耐震性は消費者において関心も高い。
③の背景：2020年の省エネ基準義務化へ向けての準備。

⑤その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

H28省エネ基準の1ランク上の性能(例：4地域で3地域仕様、3地域は2地域仕様等)を備えた住宅の供給が次の段階の目標となる。また今
年からスタートした省エネルギー性能表示制度の住宅版BELSの積極的活用を今年度の新たな目標とする。
また、子育て世代支援にもなる三世代同居型住宅の提案を積極的に行う。三世代同居型住宅対応で、より長く住み続けることができる長
期優良住宅であれば、積極的な提案が可能と考える。

イ．効率的な住宅生産体制の整備

【平成29年度対応方針】

行っていない 行っている→ 内容：

用材に関しては特に寸法や規格等で統一の基準は定めないが、柱は4寸柱を推奨とす
る。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

断熱性能基準をクリアすることができれば、特に仕様は問わない。

行っていない 行っている→ 内容：

施工会員への地域材の最終納材事業者はプレカット会員になることが多い。プレカット会
員は全て県内の事業者であるために、打合せ等を頻繁に行うことができ、地域材供給に
おける運送のコストと時間が節約できる。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：
「断熱性能検討委員会」をグループ内に設け、断熱材やサッシの性能、間取りや開口部の
割合等がどのように性能値に影響するのかを研究し定例会等で発表する。

ない ある　 → 内容：

国や県等が行う住宅関連事業の情報発信を行いそれらの取り組みを支援する。本事業に
おいては情報発信はもちろん交付申請や実績報告書の書き方などの勉強会を開催し本
事業における効率的な事務作業を目指す。

ない ある　 → 内容：
施工会員は「住宅省エネルギー技術者講習会」において（施工技術者講習会）を受講し、
グループとしての施工基準の整備に取り組む。

ない ある　 → 内容： 地盤調査を行う。

ない ある　 → 内容：

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある　 → 内容：
各施工会員のホームページで本事業の取組み等を示し、構造見学会や完成見学会など
を通して広く消費者へPRを行う。

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

昨年からスタートした省エネ性能表示制度「住宅版BELS」を積極的に活用し消費者への信頼性向上につなげる。特に「高度省エネ住宅」
においては取得を義務付ける。



＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a ① 住宅履歴情報の蓄積

①-1 内容・蓄積の共通ルール □ ■ ◎

①-2 情報サービス機関の活用 □ ■ ○

①-3 履歴情報蓄積の確認手法 □ ■ ◎

② メンテナンス基準の整備

②-1 点検の共通ルール □ □ ◎

②-2 補修の共通ルール □ □ ◎

②-3 点検補修実施の確認手法 □ □ ◎

③ 住まいの管理

③-1 住まい管理勉強会の実施 □ ■ ◎

③-2 DIY体験会等の実施 ■ □

③-3 その他の相談会等の実施 □ ■ ◎

④ 維持管理委員会等の設置 □ ■ ○

⑤ その他の維持管理の手法 □ ■ ○

b
①

グループ構成員の倒産廃業
時のバックアップルール □ ■ ◎

②
過去の瑕疵内容等に学ぶ
勉強会の実施 □ ■ ○

○

◎、○
記入欄

a
①

未経験工務店等への施工
技術研修会等の開催 □ □ ◎

②-1
品質管理のための共通
ルール □ □ ◎

②-2
上記共通ルールが守られ
ていることの確認手法 □ □ ◎

③-1 需給計画の策定 □ □ ◎

③-2
技術力向上のための中長
期的な計画 □ □ ◎

④
③に基づく業種ごとの合
理化の取組 □ □ ◎

b
①-1

省エネ技術講習会への施
工事業者社員の参加人数 ◎

①-2
省エネ技術講習会への請
負技能者等の参加人数 ◎

②
省エネ技術講習会への参
加促進のための取組 □ □ ◎

ｃ
① 新たな技術等の導入 □ ■ ○

② 新たな技術等の開発 ■ □

◎

※）

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

ふくしま魁の家 福島県、山形県、栃木県、茨城県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

「よすが」を創る会 2012

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 04-0188-0140
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 住宅履歴情報は情報サービス機関の「いえかるて」または会指定の住宅履歴シートを活用する。

ない ある  → 内容： 特に指定のサービス機関は設けない。

ない ある  → 内容： 住宅履歴登録証明書、住宅履歴シートの写しを提出する。

ない ある  → 内容： 維持管理計画書を作成し、それに沿った点検を実施する。

ない ある  → 内容： 震度5以上の地震時には応急点検、補修を行う。

ない ある  → 内容： 点検補修後の住宅履歴または維持管理計画書への追記内容の確認。

ない ある  → 内容： 住宅維持管理の専門事業者による勉強会を実施する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 住設メーカーとの連携で企画、開催する。

ない ある  → 内容： 維持管理委員会が、維持管理に関わる点検、検査会社との連携などを検討する。

ない ある  → 内容： JTIの「貸せるストック」の活用を検討する。

ない ある  → 内容：
グループ構成員の倒産・廃業時には臨時の会員総会を開き対応を協議する。
基本的には会長、事務局が率先して代替事業者の検討を行う。

ない ある  → 内容： 住宅維持管理の専門事業者による勉強会を実施する。

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

住宅の維持管理は今後のストック住宅市場においては重要な役割を果たすと思われる。「既存住宅現況検査技術者（インスペクター）」の
講習受講を推進し資格取得を目指す。また今後の既存住宅におけるインスペクション等の維持管理向上に向けた取り組みなどをグルー
プとして検討する。

エ．グループの技術力の向上

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 「住宅省エネルギー技術講習会（設計・施工）」を受講する。

ない ある  → 内容： 平成25年省エネ基準における外皮性能の基準クリア

ない ある  → 内容： 外皮計算書を事務局へ提出する。

ない ある  → 内容：
毎年行うアンケート調査をもとにグループ内での年間の住宅供給戸数を予測している。
2020年を目途に段階的に省エネ住宅の割合を増やす。

ない ある  → 内容：
2020年に省エネ基準義務化されると言われているが、それ以前の2019年までに全棟省エネ基準対
応を目指す。

内容： 講習会の開催情報は事務局がまとめて会員に情報発信を行う。

ない ある  → 内容： 「断熱性能検討委員会」により、省エネ設計のポイント等を設計、施工会員と検討、研究する。

昨年度までの終了者
数

今年度の参加目標人数41

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある  → 内容： 昨年から始まった住宅版BELS（☆☆☆以上）の取得を目指す。

ない ある  → 内容：

18

昨年度までの終了者
数

3 今年度の参加目標人数 6

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

住宅版BELSの対応など、ますますH28省エネ基準の理解が必要となる。「断熱性能検討委員会」が省エネ住宅においての効率的な設
計、仕様、工法の検討を行い、定例会などで報告、発表を行う。それにより、基準に合った効率的な設計を行い高度省エネ住宅への取り
組みが加速することを目標とする。

ない ある  →



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a

①

地域材利用に関する
共通
ルール（必須）

◎

②
地域材利用の1棟当
たりの割合（必須）

□ ■ □

□ ■

□ ■

□ ■

■ □

■ □

■ □

④
地域材の流れ（フロー図）
などグループの取組に関
する補足説明

b
①-1 地域材在庫把握の仕組 □ ■ ◎

①-2 地域材価格の共有の仕組 □ ■ ◎

②
グループ全体における地
域材の需給予測 □ ■ ◎

c
①-1 畳の活用 ■ □

①-2 和瓦の活用 ■ □

①-3 襖の活用 ■ □

①-4 障子の活用 ■ □

②-1
その他地域の伝統的な素
材の活用 ■ □

②-2
その他地域の伝統的な意
匠の活用 ■ □

d
①

地域の伝統的なデザイン
を継承する取組 ■ □

②
地域の住まい方の継承に
つながる取組 ■ □

③
地域の街並み形成へ寄与
する取組 ■ □

④
和の住まいの要素を取入
れた取組 ■ □

◎

◎、○
記入欄

◎

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

ふくしま魁の家 福島県、山形県、栃木県、茨城県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

「よすが」を創る会 2012
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成29年度対応方針】

04-0188-0140

主要構造部（土台、柱、梁・桁）において過半で地域材を使用する。

注）下の③において羽柄材、造作材、板材については地域材の使用を制限していない。選択肢がなかったので「使用しない」を選択してい
る。これは、地域材の使用を制限するのではなく、利用割合を決めていない意味で選択した。

50％未満 50％以上 80％以上

梁・桁等の横架材等： 使用していない

羽柄材
③

標準的な地域材の使
用部位 （必須）

土台： 使用していない

柱： 使用していない

間柱、根太、垂木等： 使用していない

造作材 枠材、廻縁等： 使用していない

◎

板材 壁板、床板等： 使用していない

ない ある  → 内容： 供給グループ（Ⅰ～Ⅳ）により施工会員に地域材の在庫情報が伝達される。

ない ある  → 内容： 供給グループ（Ⅰ～Ⅳ）により施工会員に地域材の価格情報が伝達される。

行っていない 行っている→ 内容：
昨年度の実績では1戸あたり平均約10㎥の地域材の活用があった。今年度は140戸の予
測の為、1400㎥程度の需給予測となる。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

三世代同居対応住宅の提案を積極的に行いたい。対象地域には農村部も多く、子育て世代には行政も力を入れている地域が多い。その
環境下での三世代同居型住宅への取り組みは、長寿命型住宅や高度省エネ住宅と併せた提案をすることによって効果が期待できる。

カ．その他

【平成29年度対応方針】

東日本大震災の復興に資する取組

福島県内では未だに仮設住宅を含め県内外への避難者がいる。当グループの主要な対象地域である福島県の中通り地方においても避
難者、被災者が住宅を新築するケースもあり、それらへの提案には積極的に当事業を活用したい。また当県においては再生可能エネル
ギー、省エネルギーへの関心は非常に高く、「ふくしま魁の家」はその点でも市場に合致する点が多い。

平成28年熊本地震の復興に資する取
組

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

主要構造材



＜様式３－４＞

年

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（高度省エネ型・優良建築物型のみ）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

ふくしま魁の家 福島県、山形県、栃木県、茨城県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

「よすが」を創る会 2012
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

キ．グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。
　※申請に係る認定低炭素住宅、性能向上計画認定住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物の性能や特徴等について記入してください。

【ふくしま魁の家の特徴/高度省エネ型住宅における省エネ性能対応の考え方】
・平成25年省エネ基準を踏まえた省エネ設計住宅。省エネの優先順位を以下のように考える。
　①断熱性能による省エネ。（断熱材や、サッシ、ガラス等の性能重視）
　②高効率設備機器を活用した省エネ。（冷暖房、給湯、換気、照明などの設備機器による省エネの検討を行う）
　③太陽光発電等による創エネ。（方位、屋根勾配、面積を考慮した効果的な発電）

上記の順位を考慮した省エネ設計を行う。①の断熱性能は省エネ住宅では最も重視して設計を行う。
　
※ゼロエネルギー住宅への対応
住宅版BELSの取得を必須とし、ゼロエネルギー住宅としての第三者機関の承認を得る。
Ua値はZEH基準を下回った以下の数値をグループの基準値とする。
・3地域　0.46
・4地域　0.55
また、太陽光の発電を除くエネルギー削減率を25%以上とする。

04-0188-0140



＜様式5-1・ゼロエネ＞

※□は該当するものを■として選択してください。

※供給予定の地域区分ごとに、適宜名称をつけ、必要事項を記載してください。

※交付申請予定がある地域区分ごとに、モデルプラン等でゼロ・エネルギー評価を行い、必ず記載してください。

　　なお、BELS認証で行う予定のグループは別添根拠の提出は不要です。(様式５－１のみ提出）

（１）供給計画の概要

戸 戸

戸 戸

戸 戸

戸 戸

戸 戸

戸 戸

戸 戸

戸 戸

合計 戸 戸

※外皮性能のランクアップをする場合は、地域毎のランクアップ平均熱貫流率の基準UA値を確認のうえ記入下さい。　※【募集要項別紙２】参照

※供給戸数合計は様式2-1の高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）の経験工務店・未経験工務店の合計数と整合させてください。

（２）グループの目標設定　　　※提案種別は1）、2）のどちらかを選択してください。

　注１）エネルギー削減率はBELSのゼロエネ相当（全体（R）が100%、太陽光発電を除く（R0）が20％以上）となることが必要です。

　注2）グループの外皮平均熱貫流率UA値の目標値は、基準UA値（必達値）以下として下さい。

　注3）断熱仕様、一次エネルギー消費量を検証のうえ、グループの目標としてのUA値、R値、R０値を設定して下さい。

　　※目標UA値は、ランクアップの外皮平均熱貫流率のことではありません。また、交付申請時のグループの必達値でもありません。

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）　提案住宅の概要

　グループ名 「よすが」を創る会

0.4

0.4

0.4

新築 改修 請負 建売

1地域 □ □ □ □

2地域 □ □ □ □

3地域 ■ ■
ふくしま魁の家　ゼロエネ住
宅3地域
ふくしま魁の家　ゼロエネ住
宅4地域
ふくしま魁の家　ゼロエネ住
宅5地域

■ ■

4地域 ■ ■ ■ ■8

1

1

5地域 ■ ■

地域
区分

※供給戸数
（予定）

2

■ ■

6地域 □ □ □ □

2 1

□ □

27.0

12

□ □

8地域 □ □ □ □基準値なし

7地域

26.0

3

コージェネ
レーション

□ □

1)
BELS認
証による
評価

2）
評価委
員会によ
る評価

基準UA値
（W/㎡・K)

必達値

グループ
の

目標UA
値

（W/㎡・
K）

全体

R
（％）

空気集熱式
太陽熱利用
システム

太陽光
発電
を除く
R0

（％）

ランクアップ外皮平均
熱貫流率（UA値）

該当区分 該当事業形態

地域
区分

提案種別　（※） 外皮平均熱貫流率
（UA値）

エネルギー
削減率

主な省エネルギー手法

既定の評価に
含まれないもの

（記述）
容量
（kW）

1地域 □ □
0.40
以下

□

2地域 □ □ □ □ □ □

3地域 ■ □
0.50
以下

0.46 103.0 ■ 6.00 □ □ □25.0

4地域 ■ □

0.60
以下

0.53 103.0

5地域 ■ □ 0.55

■ 6.00 □ □ □

103.0 ■ 6.00 □ □ □

6地域 □ □ □ □ □ □

7地域 □ □ □ □ □ □

8地域 □ □
基準値
なし □ □ □ □

基準UA値
（W/㎡・K）

0.30
以下

0.40
以下

0.50
以下

※うち
外皮性能
ランクアップ
戸数（予定）

目標UA値
（W/㎡・K）

ゼロエネ住宅タイプ名称
（それぞれ名称をつけてください）

□

太陽光
発電

太陽熱利用
給湯設備
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